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大

木

謙

一

緒

言

四
囲
剣
山
附
近
は
日
本
の
水
成
岩
分
布
地
帯
と
し
て
は
吋
な
-
高
地
で
､
研
究
は
不
便
で
あ
る
た
め
そ
の
地
質
に

就

い
て
飴
-
よ
-
知
ら
れ
て
ゐ
な

い
｡
以
前
に
大
築
技
師
が
調
べ
ら
れ
'
其
後
森
敬
之
助
氏
が
創
出
頂
上
に
化
石
の

出
る
事
を
地
異
尊
郷
誌
の
鄭
報
に
報
告
せ
ら
れ
た
｡
敢
近
江
原
博
士
の
四
囲
地
質
論
文
が
あ
る
O
我
は
中
村
北
塵
の

御
指
導
の
下
は
昭
和
七
年
中
三
皮
に
亘
っ

て賓
地
踏
査
を
し
､
そ
の
結
果
碍
た
資
料
む
以
て
此
地
方
の
暦
序

｡
構
造

を
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
が
､
古
座
暦
の
石
衣
岩
は
概
ね
結
晶
し
て
ゐ
て
不
完
全
を
紡
亜
戯
及
源
常
食
の
化
石
が
少

し
出
た
の
み
で
満
足
す
べ

き
結
論
を
得
る
に
至
ら
在
か
っ
た
｡
諸
先
輩
の
御
地
jE
を
仰
ぎ
た
-
恩
以
浅
撃
を
厨
ず
此

塵
に
其
概
略
を
運
べ
る
次
第
で
あ
る
｡

地

形

地
層
の
走
向
と
幡
々
同
方
向
に
即
ち
兼
酉
に
二
つ
の
,山
脈
が
建
っ
て
ゐ
る
｡
北
の
は
'-,h
ロ
ギ

ユ
ー
･
剣
山

｡
一
ノ



森

｡
櫓
ケ
峯

･
天
醐
九

･
皆
野
石
の
山
脈
で
各
部
石
英
岩
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
｡
甫
の
は
上
槽
田
山

･
岬
谷
峠

｡
平
家

卒

･
育

ノ
峠
の
山
脈
で
珪
質
の
石
か
ら
成
っ

てゐ
る
O
北
部
山
脈
の
北
方
に
は
木
屋
平
川
が
'
箇
方
に
は
北
都
賀
川

堂
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地

球

餅
二
十

1
埴

節
三
班

三

六

一
四

が
東
流
し
､
前
者
は
後
に
菅
野
川
と
夜
-
後
者
は
南
部
山
脈
の
南
方
を
流
れ
る
南
郷
賀
川
と
平
谷
に
於
で
倉
す
る
｡

本
地
城
に
於
で
は
地
質
学
的
に
重
琴
在
蔑
多
の
断
層
線
と
地
形
轟
的
け
薯
要
を
断
簡
崖
或
は
谷
列
と

7
致
し

てゐ
る

事
は
著
し
い
0
辻
村
助
教
授
も
四
囲
の
中
央
部
を
東
西
は
縦
断
す
る
断
層
練
は
剣
山
の
北
側
を
迫
っ
て
rJ
J
は
断
層

谷
列
と
低
い
断
畢
煙
を
現
し
て
ゐ
る
と
云
っ
て
居
ら
れ
.
文
王
盈
紀
暦
と
古
生
暦
と
の
間
の
断
層
線
が
概
ね
宙
那
賀

川
の
後
難
を
縦
谷

?
戚
谷
に
沿
っ
て
建
っ
て
ゐ
る
｡
又
展
題
を
迫
る
東
西
断
簡
は
於
で
も
見
る
fJ
と
が
出
来
る
｡

暦

序

北
か
ら
御
荷
鉾
暦
･秩
父
古
座
暦

･
上
中
部
三
畳
紀
厨
鳥
遜
就
｡安
挙
川
既
の
順
序
は
大
鰭
東
西
の
走
向
を
以
て
延

び
て
ゐ
る
｡

古
生
膚

珪
肇
の
岩
石
が
多
-
石
英
岩
･珪
質
坂
岩
妄

ヤ
ー
ト
等
は

T
寸
置
別
が
困
難
改
革
が
あ
っ
た
｡
其
他
粘
戒

岩
｡硯
砂
岩
･石
衣
岩
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
｡
而

し
て
iiI生
暦
は
北
北
東
の
方
向
に
並
行
す
る

二
つ
の
断
層
に
よ
っ
三

二
つ
の
層
群
に
分
た

れ
る
｡
そ
れ
等
の
著
し
い
特
徴
は
下
表
の
通

与
で
あ
る
｡

西
部
地
方

一
般
に
北
六
C
-
七
〇
東
の
走

向
を
持
ち
､
剣
山
の
南
部
に
於
で
向
斜
構
造

地 走向 輝 石
質柄り 練凝 英衣ト｡ ーユ丁

向料 莱北莱 敏 多 西部地方

管料 酉北西 多 准衣 ,多 中部地方向 兼牝 基部



を
示
す
O
そ
の
朝
は
ヤ
-
ド
川
の
支
流
ホ
ラ
ガ
谷
と
内
軸
川
を
迫
る
｡
傾
斜
は
四
十
乃
至
七
十
皮
牝
又
は
園
は
傾
-
0

rJ
の
地
方
は
石
英
岩
が
多

い
｡
乙
の
石
英
岩
の
間
は
レ
ン
ズ
状
の
石
衣
岩
や
粘
板
岩

｡
槻
砂
岩
の
薄
層
が
爽
衣
し

て

ゐ
る
が
輝
純
凝
次
岩
は
蝕
み
兄
ち
れ
覆

い
｡
石
英
岩
は
情
炎
色
白
色
緑
色
叉
は
桃
色
の
斑
鮎
の
あ
る
7P
の
等
多
種
多

様
で
あ
る
｡
粘
粧
岩
は
黒
色
で
千
枚
岩
や
貫
岩
に
移
化
し
て
ゐ
る
79
の
も
あ
る
が
｣

砂
嚢
塊
状
の
も
の
は
見
留
ら
な

い
｡

槻

砂
岩
は
級
友
色
で
あ
少
.
石
衣
岩
は
白
色
乃
至
階
友
色
で
撤
密
で
あ
っ
た
-
粒
状
で
あ
っ
た
-
す
る
が
概
し

て
結
晶
の
皮
著
し
-
.
完
全
在
化
石
を
含
ん
で
ゐ
な

い
｡

構
造
上
､
最
下
部
の
石
衣
岩
と
目
さ
れ
る
富
士
池
北
方
に
露
出
す
る
厚

い
圏
は
全
部
結
晶
L

でみ
て
化
石
を
含
ま

な

い
が
､
そ
の
上
圏
と
恩
は
れ
る
創
出
頂
上
北
閣
方
の
大
創
醐
融
附
近
の
7g
の
ほ
は
不
完
全
な
が
ら
梅
習
合
の
化
石

が
あ
る
｡
最
上
部
と
冒
さ
れ
る
石
衣
岩
は
剣
山
の
南
西
の
ジ
ロ
ギ
ユ
ー
よ
-
聴
す
る
ノ
-
ガ
谷
が
ヤ
リ
ド
川
と
倉
す

る
地
鮎
に
露
出
す
る
｡
乙
の
中
に
は
助
傭
盛
が
樺
山
入
つ
y
ゐ
る
｡
失
脹
結
晶
の
庶
著
し
-
種
を
分
け
る
事
の
出
水

老

い
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡

富
士
ノ
池
南
方
の
鋸
石
か
ら
大
剣
醐
配
の
方

へ
行
-
途
中
.

一
ノ
瀧
附
近
に
純
色
チ
ャ
ー
ト
の
薄
層
が
続

い
て
ゐ

る
｡
乙
の
石
を
顕
微
鏡
で
見
る
と
多
-
の
ラ
ヂ
オ
ラ

-
ヤ
が
入
っ
て
ゐ
る
｡
而
し
て
rJ
ん
を
チ
ャ
ー
ト
は
古
生
暦
中

蝕
み
見
曹
ら
在
か
っ
た
も
の
で
､
海
習
合
石
衣
岩
昔
と
鮎
錘
亜
石
灰
岩
鼎
の
中
間
圏
と
し
て
注
意
す
べ

き
で
あ
る
.

rJ
の
西
部
暦
は

一
児
簡
駐
在
向
斜
を
な
し
て
ゐ
る
棟
に
見
え
る
が
､
向
斜
軸
に
沿
ふ
附
近
即
ち
ホ
ラ
ガ
谷

｡
ク
パ

ケ
谷
｡
サ

､
ワ
ラ
川
上
流
･肉
淵
川
等
ほ
於
七
は
複
離
在
小
摺
曲
を
起
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
0

中
部
地
方

rJ
の
地
層
は
日
ノ
浦
附
進
を
通
る
東
西
断
暦
に
ょ
八三

分
さ
れ
る
｡
大
膿
北
六
十
乃
至
八
十
度
筒
の
走

四
囲
剣
山
附
妃
の
地
質

完
七

一
五



地

球

節

二
十

.I
怨

妨
ニ
l批

芯
八

一
六

向
を
採
る
｡
而
し
て
輝
谷
崎
の
南
を
通
る
背
斜
軸
に
よ
っ

て南
北
に
傾
斜
を
典
に
す
る
｡
北
部
は
三
十
乃
至
七
十
度

北
は
p
南
部
は
六
十
乃
至
八
十
度
南

へ
傾
-
｡
こ
の
地
層
の
特
徴
は
輝
練
凝
友
岩
が
東
部
四
部
の
地
方
に
此
し
て
多

い
事
で
あ
る
｡

下
か
ら
暦
序
を
述
べ
る
と
背
斜
の
澱
下
部
と
目
ru
れ
る
暦
は
繰
色
珪
質
振
岩
か
ら
成
旦
樽
谷
峠
の
南
に
露
出
す
る

背
斜
軸
に
沿
ふ
蛇
紋
岩
の
周
囲
は
磯
達
し
で
ゐ
る
｡
次
に
純
色
又
は
赤
紫
色
の
輝
練
凝
次
岩
､
そ
の
上
は
石
基
岩
｡硬

砂
岩

･
鮎
戚
岩

｡
輝
練
凝
衣
岩

･
石
衣
岩
の
互
暦
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
PJ
の
石
衣
岩
即
ち
岩
倉
の
商
の
も
の
か
ら
は
紡

錘
鹿
及
涙

蘇
苦
慮
の
化
石
を
御
ね
｡
そ
の
上
が
又
部
厚

い
輝
祐
凝
衣
岩
層
と
な
-
断
層
に
よ
っ
て
切
ら
れ
る
｡
乙
の

断
層
,L･-

北
方
の
暦
は
走
向
が
正
し
-
粟
酉
で
下
に
粘
板
岩
･
硬
砂
岩
｡石
基
岩
の
瓦
暦
.
そ
の
上
は
部
厚

い
石
英
岩

が
班
が
-
所
々
に
輝
線
凝
衣
岩
或
は
鮎
放
岩
の
薄
層
を
来
聴
し
て
ゐ
る
｡

東
部
地
方

走
向
は
概
し
て
東
北
東
で
育
ノ
峠
北
方
千
米
の
蛇
紋
岩
の
露
出
鮎
を
軸
と
し
イし
向
斜
構
造
堅

不
す
｡
中

部
地
方
に
於
で
も
見
ら
れ
た
藤
に
噴
出
岩
が
向
斜

･
背
斜
の
朝
に
需
出
し
.
rJ
の
岩
石
の
附
妃
に
純
色
珪
貿
萩
岩
が

班
で
ゐ
る
卸
は
注
意
に
偵
す
る
｡
傾
斜
は
南
部
は
於
で
は
六
十
乃
至
七
十
度
北
で
あ
る
｡
下
暦
は
石
英
岩
で
p
そ
の

中
は
輝
維
凝
次
岩

｡
粘
戚
岩
の
薄
層
を
爽

む
｡
中
部
圏
は
輝
線
産
衣
岩
､
上
部
厨
は
緑
色
珪
質
戚
岩
で
.
中
部
暦
と

上
部
暦
の
間
速
に
下
部
暦
中
谷
附
近
ほ
石
衣
岩
の
レ
ン
ズ
が
爽
っ
て
ゐ
る
｡

三
畳
紀
暦

海
部
郡
上
木
頭
村
の
天
海
山
は

Pseudo
m
ono
tis

の
三
種
の
化
石
が
出
る
事
は
育
-
か
ら
知
ら
れ
て

ゐ
る
｡
筆
者
は
そ
の
西
千
五
富
来
の
蝉
谷
村
は
於
で
同
じ
-
三
種
を
見
出
す
覇
が
出
水
t
fJ
の
暦
が
東
西
に
可
を
･Jl

延
び

てゐ
る
軍
が
分
っ
た
｡
膚
序
は
大
健
次
の
戒
で
あ
る
｡

一
､
砂
岩
(
二
百
五
十
米
)

二
.
天
海
山
含
化
石
貼



土
質
hTTT{岩
(
甘
米
)

三
､
砂
岩
(
千
宵
米
)

四
､
貢
岩
(
官
米
)
五
､
緑
色
チ
ャ
ー
-
･
レ
ン
ズ
状
の
石
衣
岩
･砂
岩
･

常
岩
の
互
暦
(
三
間
米
)｡

走
向
は
北
八
十
度
東
で
傾
斜
は
北
に
七
十
乃
至
八
十
度
で
あ
る

｡

化
石
は
天
海
山
頂
の
酉
寄
の
谷
及
東
寄

り
の
谷
か
ら
多
産
す
る
｡
蜂
谷
部
落
の
頁
岩
か
ら
筆
者
は
左
の
如

き
化
石

を
碍
た
｡
保
春
は
完
蚤
に
近

い
も
の
で
あ
る
｡

P
s
eu
d
o
m
o
n
o
tis
O
c
h
o
tic
a
K
e
y
s
e
rL

P
s
eu
d
o
m
o
n
o
tis
O
c
h
o
t
ic
a
V
a
T
.
e
u
rh
a
c
h
is
T
e
t1e
r
.A

P
s
e
u
d
o
m
o
n
o
tis
O
c
h
o
tic
a
V
a
T
.
rl
e
n
sistria
ta
T
e
lte
r
.

北
傾
斜
の
乙
の
暦
は
前
傾
斜
の
古
庄
暦
石
英
岩
と
著
し

い
断
暦

に
よ
っ
て
接
さ
れ
て
ゐ
る
｡
そ
の
ス
タ
ブ
ケ
ン
･

サ
イ
ド
の
ダ
ー
ク
を
樺
日
和
る
革
が
出
来
た
｡
そ
し
て
両
暦
の
傾
斜
朝
反
す
る
た
め
三
換
配
暦
を
光
酉
に
た
や
す
-

迫
ふ
事
が
出
氷
る
｡
岬
谷
か
ら
中
内

へ
の
冬
越
峠
途
及
兼
方
推
尾
附
近
ほ
て
天
梅
山
買
岩
を
見
る
こ
と
が
出
凍
る
｡

耐
し
て
此
の
三
亜
紀
暦
は
純
色
放
散
鹿
チ
ャ
ー
･L
及
び
石
衣
岩
を
含
む
事
は
佐
川
盆
地
の
そ
れ
と
共
に
四
囲
三
盈

紀
の
特
徴
と
云
は
れ
る
｡

鳥
巣
統

束
酉
の
走
向
を
探
ら
概
し
て
北
に
急
科
し

てゐ
る
｡
十
二
兼
千
時
よ
カ
兼
方
の
暦
は
中
東
頚
村
久
保

｡
府

殿
を
通
る
榊
を
以
で
背
斜
構
造
を
な
す
｡
暦
序
は
下
部
に
砂
岩
p
中
部
に
含
化
石
石
衣
岩
が
あ
ヵ
P
上
部
は
貫
岩
･砂

岩
の
亙
闇
で
あ
る
が
p
こ
れ
ら
は
江
原
博
士
の
論
文
に
詳
し
-
番

い
で
あ
る
か
ら
略
す
る
｡
安
葱
川
暦
と
は
歴
然
た

る
兼
酉
断
層
を
以
て
境
し
､
rJ
れ
等

を
奥
木
頭
村
の
石
盈
'
中
米
頭
相
の
史
ケ
谷
に
於
で
見
る
罫
が
出
来
る
.

安
番
川
統

本
暦
は
砂
岩
故
買
岩
の
瓦
暦
よ
-,h
成
み
､
時
に

レ
ン
ズ
状
の
石
衣
岩
を
含

む
｡
走
向
略
々
兼
間
で
南

へ

E
r倒
剖
-;
附
近
の
地
武

芸
九

一
七



地

球

節
二
十

1
魯

節
三
鮮

7台

.j
八

五
十
乃
至
八
十
度
傾
斜
す
る
が
､
鳥
幾
層
と
の
境
界
よ
カ
七
百
乃
至
千
来
園
に
於
で
重
層
に
亘
っ
て
北
の
傾
斜
堅

不

し
向
斜
構
造
を
な
す
｡

火
成
岩

前
述
の
蛇
紋
岩
の
他
は
坂
州
木
頭
村
蔭
牢

二
一
ツ
石
附
近
ほ
悶
絶
岩
が
小
窮
鼠
に
亘
っ
て
露
揖
す
る
の
み

で
あ
る
｡

(

完
)

高

聡

閑

職

に

就

て

昭
和
八
年
十
月
二
十
八
旦
尚
於
市
に
落
ち
た
関
銭
を

大
阪
毎
日
新
聞
高
給
支
局
の
手
を
経
て
山
本

一
掃
博
士

の
手
許
に
届
け
て
凍
た
が
.
私
は
同
博
士
の
好
意
は
よ

-,l
之
を
借
用
し
て
外
部
か
ら
の
研
究
を
行
ふ
革
が
出
水

ね
か
ら
p
TLyq
は
其
概
略
を
記
述
す
る
｡

落
下
の
状
況

此
隈
蛾
は
高
給
i;
野
方
町
近
藤
酒
之
進

と

い
ふ
人
の
住
居
の
座
敷
の
中
に
落
ち
た
も
の
で
､
昏

時
妻
女
が
水
客
と
対
談
し
て
居
た
際
p
突
然
向
以
の
家

の
瓦
屋
状
に
何
か
潜
っ
た
膏
が
す
る
と
'
其
物
は
元
で

松

L

基

範

反
糟
し
て
障
子
を
突

き
抜
け
座
敷
の

一
方
の
箪
笥
に
潜

っ
て
度
の
土
に
落
ち
た
と

い
ふ
事
で
あ
る
｡
此
の
如
-

債
石
の
落
下
潜
時
の
状
況
が
目
撃

ruれ
た
と
い
ふ
事
は

誠
は
貴
韮
な
事
と
す
べ
き
で
あ
る
｡
而
し
て
落
下
吃
伴

ふ
音
響
及
び
落
下
位
置
の
瓦
屋
根
の
破
損
は
離
め
ら
れ

て
居
な

い
.
又
落
下
物
を
拾
っ
て
見
る
と
相
骨
の
熱
を

戚
じ
ね
け
れ
ど
も
盛
が
焦
げ
る
葦
で
な
か
っ
た
由
で
あ

る
｡
殆
ル
ビ
線
で
の
場
合
に
隅
石
の
落
下
に
は
轟
々
た

る
音
響

を
伴
.<U
､
群
下
し
で
は
地
下
数
尺
の
探
さ
に
突


